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この資料は、マイクロソフト社の以下のページを基に作成しております。詳しくは下記をご覧ください。
https://docs.microsoft.com/ja-jp/deployedge/configure-microsoft-edge

（更新日：2025.07.28）



この資料では、風神Webコネクトとドキュメントビュアー
を利用してWebシステムを構築する場合に、ブラウザ

のセキュリティによってブロックがかかる現象について、
グループポリシーの設定で回避する方法を説明してい
ます。

・ドキュメントビュアー起動時にメッセージダイアログが
毎回表示される。（Chrome、Edge共通）

・連続して実行するとドキュメントビュアーが起動しない。
（Edgeのみ）

という問題が回避されます。



1. グループポリシーのテンプレートをダウンロードする

2. グループポリシーのテンプレートをOSに組み込む
⚫ユーザーで個別に行う場合

⚫ActiveDirectryで行う場合

3. グループポリシーを設定する



EdgeとChromeでURLや操作が違
います。



①現在利用しているEdgeのバージョンを確認する

テンプレートをダウンロードする際、Edgeのバージョン情報が必要です。ご不明な場合には情
報システム部門の方にご確認ください。

確認方法は以下の通りです。

②「ヘルプとフィードバック」を
クリック

④こちらがEdgeのバージョンと
ビルド、プラットフォームの情報です

①「・・・」をクリック

③「MicrosoftEdgeについて」
をクリック



②入手したいテンプレートファイルのURLを開く（Edgeの場合）

下記URLを開きます。
Edge：https://www.microsoft.com/ja-jp/edge/business/download

画面を下に下げ、ポリシーファイルの取得が見えるようにします。

https://www.microsoft.com/ja-jp/edge/business/download
https://www.microsoft.com/ja-jp/edge/business/download
https://www.microsoft.com/ja-jp/edge/business/download


③チャンネルバージョン、ビルド、プラットフォームを選択してポリシーファイルの取得を

 クリック

OSの種類に合った「ポリシーをダウンロード」をクリック
（MicrosoftEdgePolicyTemplates.cabがダウンロードされる）



①入手したいテンプレートファイルのURLを開く（Chromeの場合）

下記のURLを開きます。
Chrome：https://support.google.com/chrome/a/answer/187202?hl=ja

画面を下に下げ、「Chromeポリシーテンプレートのインストールと設定」の
中のWindowsを展開し、「Google Chrome のテンプレートとドキュメントの 
ZIP ファイル。」をクリックします。

https://support.google.com/chrome/a/answer/187202?hl=ja


ローカルユーザーへの設定と
ActiveDirectryの設定で少し操作
が異なります。



①ダウンロードしたファイルを展開する

ダウンロードされたファイルを展開してください。

Zipファイルを展開すると以下のようなフォルダー構成ができています。

【Edgeのテンプレートの場合】

【Chormeのテンプレートの場合】

今回使うファイルはここ
にあります

今回使うファイルはここ
にあります



②PolicyDefinition フォルダーを開く

エクスプローラを開き、フォルダーパスが表示されているところに
「%windir%¥PolicyDefinitions」を貼り付けます。

①「%windir%¥PolicyDefinitions」
の文字を貼り付ける

PolicyDefinitionのフォルダーが開きます。

②リターン押す
または

「⇒」ボタンクリック



②PolicyDefinition フォルダーを開く

エクスプローラを開き、フォルダーパスが表示されているところに
「 %systemroot%¥sysvol¥domain¥policies¥PolicyDefinitions 」を貼り付け
ます。

①「 %systemroot%¥sysvol
¥domain¥policies

¥PolicyDefinitions 」
の文字を貼り付ける

PolicyDefinitionのフォルダーが開きます。

※開けない場合：以前のバージョンのWindows Server では、PolicyDefinition フォルダーの作
成が必要になる場合があります。 詳しくは、次ページの別資料をご覧ください。

②リターン押す
または

「⇒」ボタンクリック



ドメインサーバに
「%systemroot%¥sysvol¥domain¥policies¥PolicyDefinitions」

がない場合、以下の操作を行います。

①上記のパスに「PolicyDefinitions」フォルダーを作成する
 
②サーバOSの情報に合わせてPolicyDefinitionsに入れるべきファイルを 
コピーする 
こちらはサーバの状況により操作が変わります。
• Windows 8.1 ベースまたは Windows 10 ベースのクライアント コンピューター
の C:¥Windows¥PolicyDefinitions フォルダー

• 上記のリンクから管理用テンプレートを個別にダウンロードしたことがある場合は、
C:¥Program Files (x86)¥Microsoft Group Policy¥<version-
specific>¥PolicyDefinitions フォルダー。

詳細の設定方法つきましては、マイクロソフト社の下記サイトをご確認ください。
https://docs.microsoft.com/ja-JP/troubleshoot/windows-client/group-policy/create-and-
manage-central-store



③目的のフォルダーに目的のファイルを保存する

決められたファイルを決められたフォルダーに保存します

②で開いたフォルダ
【 PolicyDefinitions 】へコピー

①で展開したフォルダ
【¥windows¥admx】から

・ msedge.admx
・ msedgeupdate.admx
・ msedgewebview2.admx



③目的のフォルダーに目的のファイルを保存する

決められたファイルを決められたフォルダーに保存します

②で開いたフォルダ
【 PolicyDefinitions¥ja-JP 】へコピー

①で展開したフォルダ
【¥windows¥admx¥ja-JP】から

・ msedge.adml
・ msedgeupdate.adml
・ msedgewebview2.adml



③目的のフォルダーに目的のファイルを保存する

①で展開したファイルのフォ
ルダー名

PolicyDefinitionのフォル
ダーの保存先

Edgeのポリシーを適用する場合

¥windows¥admx PolicyDefinitionsの直下 ・ msedge.admx
・ msedgeupdate.admx
・ msedgewebview2.admx

¥windows¥admx¥ja-JP PolicyDefinitions内の
ja-JPフォルダー

・ msedge.adml
・ msedgeupdate.adml
・ msedgewebview2.adml

※同じ名前のファイルですが内容は異なりますので指定のフォルダーに指定のファイルを貼り付けてく
ださい。

技術者向け 補足）
msedge.admx: Microsoft Edge 設定を構成する場合に使用。
msedgeupdate.admx: manage Microsoft Edge 更新プログラムを管理する場合に使用。

技術者向け 補足２）
ドメインに複数のドメイン コントローラーがある場合、新しい ADMX ファイルは、次回のドメイン レプリ
ケーション時にレプリケートされます。



③目的のフォルダーに目的のファイルを保存する

決められたファイルを決められたフォルダーに保存します

②で開いたフォルダ
【 PolicyDefinitions 】へコピー

①で展開したフォルダ
【¥Configuration¥admx】から

・chrome.adml
・google.adml



③目的のフォルダーに目的のファイルを保存する

決められたファイルを決められたフォルダーに保存します

②で開いたフォルダ
【 PolicyDefinitions¥ja-JP 】へコピー

①で展開したフォルダ
【¥Configuration¥admx¥ja-JP】から

・chrome.adml
・google.adml



③目的のフォルダーに目的のファイルを保存する

①で展開したファイルのフォルダー名 PolicyDefinitionのフォルダーの
保存先

Chromeのポリシーを適用す
る場合

policy_templates¥windows¥ad
mx

PolicyDefinitionsの直下 ・chrome.adml
・google.adml

policy_templates¥windows¥ad
mx¥ja-JP

PolicyDefinitions内の
ja-JPフォルダー

・chrome.adml
・google.adml

「PolicyDefinitionsの直下」と「PolicyDefinitions内のja-JP」にそれぞれファイルを
保存します。
※同じ名前のファイルですが内容は異なりますので指定のフォルダーに指定のファイルを貼り付けてください。



ローカルユーザーへの設定と
ActiveDirectryの設定で起動の方
法は異なりますが、設定内容は同じ
です。



①グループポリシー 管理エディターを開く

グループ ポリシー 管理エディターにて、[ポリシー] > [管理用テンプレート] に 
[Microsoft Edge] のポリシーが表示されていることを確認します。

①ぐるーぷと入力すると

「グループっポリシーの編集」が
出てくるのでクリック



①グループポリシー 管理エディターを開く

ドメインコントローラのサーバーマネージャーから「グループポリシーの管理」を開きます。



①グループポリシー 管理エディターを開く

グループポリシーオブジェクトの中から設定をしたいポリシーを選択し
編集をえらびます。

見本は
DefaultDomeinPolicyを

選択した場合



①グループポリシー 管理エディターを開く

グループポリシー管理エディターが開きます。



②ポリシーがあるか、できているかを確認する

Chromeの場合
［コンピューターの構成］－［管理用テンプレート］ － ［Google］－［Google Chrome］
Edgeの場合
［コンピューターの構成］－［管理用テンプレート］ －[Microsoft Edge]
を選び、下記の項目があるか確認してください。

「ユーザーにメッセージを表示せずに、一覧表示
された元の場所から外部アプ リケーションを起

動できるプロトコルの一覧を定義します。」を探し
ます。



ここからはポリシーを設定します。

設定方法の詳細は次ページから説明します。

Edgeの場合
①ユーザーにメッセージを表示せずに、一覧表示された元の場所から
外部アプ リケーションを起動できるプロトコルの一覧を定義します。 
②ダウンロード後に自動的に開くファイル形式のリスト
③洪水に対する防御によって警告することなくブロックすることができないプロトコルの
リストを定義する

Chromeの場合
①ユーザーに許可を求めずに外部アプリケーションを実行できるプロトコルと
その提供元のリストを定義します
②ダウンロード後に自動的に 開くファイル形式のリスト



③ポリシー設定の編集画面を開く

「ユーザーにメッセージを表示せずに、一覧表示された元の場所から外部アプ リケー
ションを起動できるプロトコルの一覧を定義します。 」を選んだ状態で、「ポリシー設定」
の編集をクリックします。

①「ユーザーにメッセージを表示せずに・・・」を
選ぶ

②ポリシー設定の編集



④ポリシーの設定を行う

有効をえらんで、オプションに値を入力します。

①有効にする

②コードを入力する
・サーバ名を指定して実行する場合 
[{"allowed_origins": ["サーバ名"],"protocol": "hzd-downloader"}] 
・サーバを問わない場合 
[{"allowed_origins": ["*"],"protocol": "hzd-downloader"}]

③OKをクリック

[ ]も入力します

※Webジェネレータの場合、hzd-downloderをHZDGeneratorに置き換えます。



③ポリシー設定の編集画面を開く

「ダウンロード後に自動的に開くファイル形式のリスト」を選んだ状態で、「ポリシー設定」
の編集をクリックします。

①「ダウンロード後に自動的に開くファイル形式
のリスト」を選ぶ

②ポリシー設定の編集



④ポリシーの設定を行う

有効をえらんで、オプションの表示ボタンをクリックし、値に「hzd」を入力します。

①有効にする

③値で「hzd」と入力する

②表示ボタンをクリック
④OKをクリック

⑤OKをクリック



③ポリシー設定の編集画面を開く

「洪水に対する防御によって警告することなくブロックすることができないプロトコルのリス
トを定義する」を選んだ状態で、「ポリシー設定」の編集をクリックします。

①「洪水に対する防御・・・」を
選ぶ

②ポリシー設定の編集

こちらでは、hzdダウンローダの複数起動のブロックを解除します。



④ポリシーの設定を行う

有効をえらんで、オプションに値を入力します。

①有効にする

②コードを入力する
・サーバ名を指定して実行する場合 
[{“protocol”: “hzd-downloader”,“allowed_origins”: [“サーバ名"]}]
・サーバを問わない場合 
[{"protocol": "hzd-downloader","allowed_origins": ["*"]}]

③OKをクリック

[ ]も入力します

※Webジェネレータの場合、hzd-downloderをHZDGeneratorに置き換えます。



③ポリシー設定の編集画面を開く

「ユーザーに許可を求めずに外部アプリケーションを実行できるプロトコルとその提供元
のリストを定義します」を選んだ状態で、「ポリシー設定」の編集をクリックします。

①「ユーザーに許可を求めずに・・・」を
選ぶ

②ポリシー設定の編集



④ポリシーの設定を行う

有効をえらんで、オプションに値を入力します。

①有効にする

②コードを入力する
・サーバ名を指定して実行する場合 
[{"allowed_origins": ["サーバ名"],"protocol": "hzd-downloader"}] 
・サーバを問わない場合 
[{"allowed_origins": ["*"],"protocol": "hzd-downloader"}]

③OKをクリック

[ ]も入力します

※Webジェネレータの場合、hzd-downloderをHZDGeneratorに置き換えます。



③ポリシー設定の編集画面を開く

「ダウンロード後に自動的に 開くファイル形式のリスト」を選んだ状態で、「ポリシー設定」
の編集をクリックします。

①「ダウンロード後に自動的に 開くファイル形式
のリスト」を選ぶ

②ポリシー設定の編集



④ポリシーの設定を行う

有効をえらんで、オプションの表示ボタンをクリックし、値に「hzd」を入力します。

①有効にする

③値で「hzd」と入力する

②表示ボタンをクリック

④OKをクリック

⑤OKをクリック



⑤クライアントPCへのポリシーの適用

変更したグループポリシーが関連付けられている単位（ドメイン、組織など）で反映が行
われます。

反映はクライアントPCが下記の状態の時に実施されます。
・コンピュータの起動
・ユーザーログイン
・クライアント更新間隔



➢オプション部分でスペースが入っていないか確認をし
てみてください。入っていると値が正しくてもうまく動か
ない場合があります。
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